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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇◇ 全全国国税税ホホーームムペペーージジ ◇◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

〈
出
題
〉
九
段

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉
最
後
に
馬
が
働

く
…
…
。（

10
分
で
二
段
）

持
駒
　
金
銀
歩
　

公
的
資
金
の

投
入
で
銀
行

が
復
活
し
た

と
い
う
「
日

本
の
経
験
」

が
流
布
し
て

い
る
▼
総
額
46
兆
円
強
の
公

的
資
金
投
入
と
引
き
換
え

に
、
都
市
銀
行
を
三
大
メ

ガ
・
バ
ン
ク
体
制
に
の
み
込

み
、
７
万
人
の
都
市
銀
行
労

働
者
を
自
ら
設
立
し
た
派
遣

会
社
に
送
り
込
ん
だ
▼
一

方
、
長
期
に
わ
た
る
超
低
金

利
に
よ
る
家
計
収
入
の
マ
イ

ナ
ス
影
響
は
、
優
に
３
０
０

兆
円
を
超
え
た
。
こ
の
５
年

間
で
１
兆
円
強
の
純
利
益
を

計
上
す
る
も
、「
繰
越
欠
損
」

に
よ
る
納
税
額
は
25
億
円
ど

ま
り
▼
大
銀
行
復
活
は
一
時

的
な
資
本
増
強
と
い
う
よ

り
、
猛
烈
な
人
減
ら
し
「
合

理
化
」、
低
金
利
政
策
に
よ

る
法
外
な
収
益
、
税
減
免
と

い
う
異
常
な
「
手
法
」
に
よ

る
も
の
▼
労
働
者
・
国
民
泣

か
せ
の
経
験
は
、「
堂
々
と

主
張
す
る
経
験
」
か
ら
ス
ポ

イ
ル
さ
れ
て
い
る
。

「ゆとり･誇り･仲間」が実感でき

る職場をつくるため、「機関紙購読、

活動支援カンパ」にご協力を

日ごろの全国税労働組合へのご支援・ご協力ありがとう
ございます。

処理能力の限界を超える事務量やノルマの強制で現場は
押しつぶされそうになっています。
「箸の上げ下げ」まで指示する管理強化、さらには、職

員のモチベーション（やる気）を引き下げる出来事も相つ
ぎ、「不機嫌な職場」の様相を呈しています。

全国税は、「ゆとり・誇り・仲間」が実感できる職場を
めざして日々活動しています。このことに、職場の幅広い
人々から注目と期待が寄せられています。
私たちは、何としてもこの期待に応えていきたいと決意

を新たにしています。

そのためには、みなさんに全国の情報を共有してもらい、
全国税の要求政策も知ってもらえる機関紙発行をはじめ、
多面的な活動の展開が重要と考えています。

読んで頂いている本部機関紙「全国税」は28,000部発行
し、約230の署・局で配布しています（このほか、局単位
の地方連合会、ブロック単位の支部と署単位の分会で機関
紙を発行）。この発行費用は年間840万円にのぼります。

全国税の要求政策をご理解いただくとともに、活動を充
実させていくためにはみなさんからの財政的支えが不可欠
であることもぜひご理解をいただき、「機関紙購読・活動
支援カンパ」にご協力を心からお願いします。

【
関
信
地
連
】

地
連
機
関
紙
で
「
公
開
」

し
、
10
月
８
日
（
水
）
に

「
17
時
35
分
時
点
の
在
署
者

数
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

署
の
ワ
ー
ス
ト
は
、
大
宮

（
１
２
５
人
中
36
人
＝
28
・

８
％
）、
新
潟
（
１
８
８
人

中
54
人
＝
28
・
７
％
）、
小

千
谷
（
38
人
中
８
人
＝
21
・

１
％
）、
西
川
口
（
１
０
３

も
に
、
国
民
犠
牲
の
「
構
造
改
革
」

路
線
に
反
対
し
、
公
務
員
総
人
件
費

削
減
を
許
さ
ず
、
公
務
・
公
共
サ
ー

ビ
ス
拡
充
を
求
め
る
。

▼
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
・
全
労
連

規
模
で
の
運
動
で
、
年
末
一
時
金
の

改
善
、
時
短
勧
告
の
早
期
実
施
、
地

方
で
の
確
定
闘
争
の
勝
利
な
ど
の
要

求
実
現
に
む
け
て
奮
闘
す
る
。

【
集
会
の
規
模
】

国
公
１
千
人
、
全
体
で
６
千
人
以
上

【
行
動
内
容
】

12
時
〜
総
決
起
集
会
（
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
）
／
各
省
要
求
行
動
（
総

務
・
財
務
省
、
内
閣
府
）
／
国
会
請

願
デ
モ
（
日
比
谷
公
園
〜
衆
参
議
面
）

川
口
総
務
課
長
は
人
勧
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、「
勧

告
直
後
の
８
月
15
日
に
第
１

回
給
与
関
係
閣
僚
会
議
を
開

き
、検
討
に
着
手
し
て
以
後
、

関
係
者
間
で
検
討
を
重
ね
て

い
る
」「
現
在
の
政
治
情
勢

に
は
読
み
切
れ
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
近
く
第
２
回
の

関
係
閣
僚
会
議
を
開
き
、
そ

こ
で
検
討
を
も
ら
う
」「
総

務
省
と
し
て
は
従
来
同
様
、

【
11
・
13
中
央
行
動
の
目
的
】

▼
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
生
活
悪
化
の
も

と
、
労
働
者
・
国
民
の
生
活
改
善
を
求
め

る
「
生
活
危
機
突
破
」
の
た
た
か
い
を
前

進
さ
せ
る
た
め
、「
11
・
13
全
国
統
一
行
動
」

と
連
動
し
て
中
央
で
の
総
決
起
を
は
か
る
。

▼
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
政
府
・
国
会
に

対
し
て
国
民
要
求
の
実
現
を
求
め
る
と
と

の
問
い
に
対
す
る
回
答
は
、

▼
完
全
に
支
給
さ
れ
て
い

る
＝
40
・
６
％
、
▼
一
部
し

か
支
給
さ
れ
て
い
な
い
＝

29
・
２
％
、
▼
サ
ー
ビ
ス
残

業
に
な
っ
て
い
る
＝
12
・

５
％
、
▼
そ
の
他
・
Ｎ
Ａ
＝

17
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、

勤
務
時
間
管
理
の
ズ
サ
ン
さ

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。 「

15
分
の
時
短
が
勧
告
さ

れ
ま
し
た
が
、
あ
な
た
は
ど

ち
ら
を
希
望
し
ま
す
か
」
の

問
い
に
対
す
る
回
答
は
図
の

と
お
り
で
、
職
員
個
々
の
要

望
に
合
わ
せ
た
時
短
こ
そ

が
、
職
員
の
希
望
に
応
え
る

も
の
で
す
。

「
時
間
ど
お
り
退
庁
で
き

な
い
時
や
、
昼
休
み
が
確
保

で
き
な
い
時
、超
勤
手
当
は
」

【
四
国
地
連
】

「
仕
事
と
職
場
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
中
間
集
計

（
96
人
分
）
が
届
き
ま
し
た
。

７
項
目（
悩
み
や
問
題
点
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
昼
休
み
、
超
勤

手
当
、
15
分
時
短
、
美
術
展

等
の
中
止
、
職
場
・
業
務
環

境
の
改
善
要
望
）に
つ
い
て
、

職
場
実
態
や
生
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

人
中
21
人
＝
20
・
４
％
）。

部
門
ワ
ー
ス
ト
は
、
別
表

の
と
お
り
総
務
が
突
出
次
い

で
法
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
７
日
（
水
）
に

行
っ
た
14
署
（
職
員
総
数
１

７
２
８
人
）
の
在
署
人
員
１

０
０
人
と
比
べ
、
こ
と
し
は

ワ
ー
ス
ト
４
署
で
１
１
９
人

に
の
ぼ
り
、
事
態
の
悪
化
が

露
呈
し
て
い
ま
す
。

生
活
危
機
突
破

08秋年闘争11・13全国統一行動

中央総決起集会に結集を！

10月８日（水）17時35分
在署人員調査結果

人
勧
通
り
実
施
で
調
整
し
た

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

こ
の
回
答
に
対
し
、
国
公

労
連
・
全
国
税
は
、「
決
定

の
時
期
を
逃
す
と
、
時
短
の

先
延
ば
し
と
い
う
事
態
に
も

な
り
か
ね
ず
、
第
２
回
会
議

で
決
定
す
る
方
向
で
望
む
べ

き
だ
」と
申
し
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
問
題
で
、「
給
与
に

関
す
る
指
針
が
で
た
が
、
各

省
の
受
け
止
め
が
弱
い
。
政

府
と
し
て
こ
の
問
題
を
取
り

扱
う
部
局
を
決
定
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
主
張
し
ま
し

た
。そ

れ
に
対
し
、
総
務
省
側

は
「
非
常
勤
問
題
は
根
が
深

い
問
題
で
あ
り
、
い
ろ
ん
な

側
面
か
ら
の
考
慮
が
必
要
」

「
人
事
院
ま
か
せ
で
は
な
く
、

当
事
者
の
一
つ
と
し
て
議
論

を
始
め
つ
つ
あ
る
。
現
場
の

実
情
も
聞
き
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
」
と
回
答
し
ま
し

た
。所

定
勤
務
時
間
時
短
と
あ

わ
せ
、
超
勤
縮
減
に
つ
い
て

質
し
た
と
こ
ろ
、
全
体
と
し

て
ど
う
縮
減
し
て
い
く
か
が

課
題
。「
縮
減
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
も
、
管
理
者
は
コ
ス
ト

意
識
を
含
め
縮
減
を
図
る
よ

う
呼
び
か
け
た
。
国
民
に
理

解
の
得
ら
れ
る
業
務
効
率
化

の
工
夫
は
必
要
。
そ
れ
は
健

康
管
理
面
か
ら
も
必
要
な
こ

と
で
あ
り
さ
ら
に
進
め
た

い
」と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
①
本
省
庁
業
務

調
整
手
当
は
本
省
・
地
方
格

差
を
拡
大
す
る
も
の
で
、

我
々
は
新
設
に
反
対
す
る
、

②
交
替
制
を
含
む
所
定
勤
務

時
間
短
縮
と
超
勤
対
策
は
公

務
サ
ー
ビ
ス
充
実
・
強
化
の

観
点
か
ら
も
必
要
な
も
の
で

あ
り
、
早
期
決
着
の
立
場
で

引
き
続
き
努
力
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

なななな くくくく せせせせ 貧貧貧貧 困困困困

国
公
労
連
・
全
国
税
は
10
月
24
日
、
08
人
勧
の
取
り

扱
い
問
題
で
総
務
省
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
（
総
務
省

側
は
人
事
・
恩
給
局
の
川
口
総
務
課
長
が
対
応
）。

こ
の
中
で
、
日
時
の
明
言
は
避
け
ま
し
た
が
、
近
く

給
与
関
係
閣
僚
会
議
を
開
い
て
検
討
を
行
う
、
総
務
省

と
し
て
は
従
来
ど
お
り
「
人
勧
尊
重
」
の
基
本
姿
勢
で

調
整
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

非
常
勤
問
題
取
り
扱
う

部
局
の
決
定
を

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

給与関係閣僚会議を早急に開催せよ

時短の決定時期逃すな
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〈
解
答
〉

〈
解
説
〉

誰
の
た
め
の
評
価
？

【
近
畿
・
八
尾
分
会
】

人
事
評
価
の
リ
ハ
ー
サ

ル
に
つ
い
て
の
伝
達
が
あ

り
ま
し
た
が
、
能
力
評
価

の
項
目
は
現
場
職
員
に
と

っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と

ば
か
り
で
、
今
更
評
価
し

て
も
ら
う
ほ
ど
の
事
で
は

な
さ
そ
う
で
す
。

倫
理
面
な
ん
か
は
高
級

ク
ラ
ブ
や
格
安
ゴ
ル
フ
好

き
の
幹
部
だ
け
で
十
分
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

業
務
改
善
な
ら
常
々
提

案
や
要
望
を
し
て
い
る
が

当
局
は
聞
き
入
れ
て
く
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
業
績
評

価
と
い
っ
て
も
日
々
の
仕

事
を
黙
々
と
こ
な
し
て
い

る
現
状
を
ど
う
表
現
す
る

の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま

せ
ん
。

僕
ら
の
言
い
た
い

放
題
集
よ
り

【
東
京
地
連
】

民
間
に
勤
務
す
る
妻
に

「
飲
酒
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

話
を
し
た
ら
、「
な
ん
か

小
学
生
っ
て
い
う
か
幼
稚

園
児
な
み
だ
ね
」
と
一
笑

に
付
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
と
ど
め
は
「
部
下
を

信
用
し
な
い
ト
ッ
プ
の
企

業
は
間
違
い
な
く
倒
産
し

て
い
る
よ
ね
」。

（
専
24
男
）

部
下
を
育
て
る
に
は

ほ
ど
遠
い

【
近
畿
地
連
】

先
日
、
伏
見
署
の
青
年

正
事
務
確
保
の
あ
り
よ
う

は
閉
塞
感
一
杯
で
異
常

だ
。

特
急
料
金
が
重
い
負
担
に

【
北
陸
地
連
・
福
井
分
会
】

福
井
分
会
は
昨
年
に
続

き
職
員
の
通
勤
状
況
を
調

査
し
ま
し
た
。
金
沢
か
ら

の
通
勤
者
が
17
名
。
福
井

〜
金
沢
間
の
特
急
料
金
は

片
道
１
１
５
０
円
。
特
急

通
勤
用
定
期
券
６
ヵ
月
を

買
う
と
約
39
万
円
。
通
勤

手
当
は
特
急
料
金
の
半
額

し
か
支
給
さ
れ
ず
、
毎
月

１
万
７
千
円
以
上
が
持
ち

出
し
で
す
。

公
務
の
要
請
で
遠
く
の

署
へ
来
て
い
る
の
で
通
勤

費
く
ら
い
全
額
支
払
う
の

は
当
然
で
す
。
遠
距
離
通

勤
に
よ
っ
て
、「
単
身
赴

任
手
当
」
を
受
給
し
な
い

の
で
す
か
ら
、
財
源
は
あ

る
は
ず
で
す
。

管
理
職
の
士
気
低
下

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

上
か
ら
は
、
あ
れ
も
や

れ
こ
れ
も
や
れ
と
指
示
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
、
言
い
た

い
放
題
。
相
変
わ
ら
ず
細

か
い
計
画
計
数
や
報
告
を

求
め
ら
れ
、
危
機
管
理
と

や
ら
で
さ
ら
に
細
か
い
処

理
を
要
求
さ
れ
現
場
の
統

括
官
・
特
官
に
は
余
裕
が

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

世
代
差
で
部
下
職
員
と
の

意
思
疎
通
に
も
頭
を
痛
め

て
い
る
の
に
、
仕
事
に
追

い
ま
く
ら
れ
「
い
い
発
想

は
な
い
の
か
」
と
求
め
る

の
は
酷
な
話
で
す
。

が
轢
き
逃
げ
で
逮
捕
さ
れ

た
。ま

た
、
税
の
作
文
を
持

ち
帰
る
途
中
に
盗
ま
れ
、

公
文
書
持
ち
出
し
と
報
道

さ
れ
た
。「
事
故
起
こ
し

た
ら
あ
か
ん
」
と
強
調
し

す
ぎ
で
、
事
故
っ
た
ら
、

も
う
将
来
は
な
い
と
分
別

を
忘
れ
て
し
ま
う
。
持
っ

て
帰
ら
な
い
と
で
き
な
い

と
、
仕
事
に
追
わ
れ
た
こ

と
が
原
因
で
は
な
か
っ
た

か
。
今
の
危
機
管
理
・
適

本
気
で
「
登
用
拡
大
」
推
進
を

「
誰
で
も
で
き
る
」
と
は
仰
天

（
昨
年
92
名
、
今
年
97

名
の
女
性
職
員
に
ポ
ス
ト

発
令
は
あ
っ
た
も
の
の
）

下
表
の
と
お
り
６
級
以
上

在
職
率
は
０
・
７
％
し
か

ア
ッ
プ
し
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
に
対
し
、
女
性
部
は
、

「
こ
れ
で
仕
事
を
し
て
き

た
と
は
到
底
言
え
な
い
」

ら
査
定
」「
近
く
人
員
構
成

の
山
を
迎
え
る
が
、
上
位
級

は
厳
格
な
評
価
で
査
定
せ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
し
、
上
席

６
級
格
付
け
に
応
じ
ら
れ
な

い
姿
勢
を
示
し
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
、
６

級
格
付
の
局
主
査
に

匹
敵
す
る
仕
事
を
し

て
お
り
、
同
等
の
評

価
に
変
え
る
よ
う
申

し
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
内
部
事
務

一
元
化
の
全
署
実
施

に
よ
り
、
①
一
元
化

の
采
配
を
振
る
う

女
性
部
は
10
月
17
日
、「
健
康
で
い
き
い
き
と
子
育
て
と

仕
事
が
両
立
で
き
る
職
場
」
を
求
め
、
国
税
庁
と
交
渉
。

当
日
は
、
①
実
効
あ
る
「
登
用
拡
大
計
画
」
の
推
進
、

②
昇
任
・
昇
格
、
配
転
の
改
善
、
③
ゆ
と
り
と
働
き
が
い

の
持
て
る
仕
事
へ
の
転
換
、
④
母
性
保
護
や
育
児
・
看
護

に
関
す
る
制
度
改
善
、
⑤
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
を
中

心
に
、
庁
当
局
を
追
及
し
ま
し
た
（
堰
楽
課
長
補
佐
が
対

応
）。
以
下
、
交
渉
の
要
旨
で
す
。

全国税は10月21日、「国税職員の昇格改善等の要求」で人事
院本院と交渉しました。
対応した人事院給与第二課の酒井補佐は、「総人件費改革が続

く中、情勢は依然厳しいが、現場の実態も聞きながら、11月中
に改定案をまとめ、12月末に定員、組織、予算とあわせて示す」
と前置きし、次のように回答しました。

■
閉
塞
状
況
に
あ
る
中
高

年
職
員
の
処
遇
打
開
策
■

中
高
年
処
遇
の
実
態
（
50

歳
以
上
ポ
ス
ト
在
職
は
10
年

前
と
比
べ
半
減
、
未
発
令
者

数
は
５
倍
増
）
を
示
す
と
と

も
に
、
上
席
は
自
身
の
業
務

に
と
ど
ま
ず
、
事
案
審
理
や

部
門
職
員
の
実
地
指
導
、
計

画
・
進
行
管
理
に
対
す
る
意

見
具
申
等
を
行
い
、
６
級
格

付
け
可
能
な
職
務
に
従
事
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。人

事
院
は
、「
改
定
に
相

当
す
る
も
の
が
ど
れ
だ
け
認

め
ら
れ
る
か
と
い
う
観
点
か

上
席
６
級
格
付
け
要
求
に
応
じ
ず

昇
格
改
善

個
別
事
例
も
あ
げ
追
及

ま
た
、
昭
和
47
年
採
用
の

交
換
手
さ
ん
が
行
（二）
職
３
級

に
た
な
晒
し
さ
れ
て
い
る
問

題
を
と
り
あ
げ
、「
本
俸
は

30
万
円
前
後
で
、
36
年
間
職

場
を
支
え
て
き
た
労
苦
に
報

い
る
人
事
で
は
な
い
」「
他

省
庁
と
比
べ
格
差
は
歴
然
、

人
事
院
と
の
個
別
協
議
を
真

剣
に
重
ね
て
き
た
の
か
疑

廃
は
難
し
い
」「
個
別
事
情

を
聴
き
、
基
準
緩
和
で
対
応

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

全
国
税
は
、
国
税
の
行
（二）

職
員
が
劣
悪
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
昭

和
47
年
採
用
の
交
換
手
（
関

信
局
所
沢
署
・
安
藤
さ
ん
３

―
96
、
大
阪
局
港
署
・
前
田

さ
ん
３
―
89
）
の
事
例
も
示

し
、「
一
人
交
換
手
で
、
本

来
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
。

委
託
職
員
等
の
カ
ウ
ン
ト
や

付
加
業
務
評
価
で
は
間
尺
に

合
わ
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し

た
上
で
、
２
名
は
個
別
協
議

に
上
が
っ
て
き
た
か
を
質
し

ま
し
た
が
、「
協
議
に
持
ち

込
ま
れ
た
も
の
は
誠
実
に
対

応
、と
し
か
答
え
ら
れ
な
い
」

と
責
任
の
所
在
を
曖
昧
に
す

る
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。

■
女
性
登
用
拡
大
問
題
■

「
拡
大
」
で
旗
振
り
役
と

な
る
と
約
束
し
て
き
た
人
事

院
に
対
し
、
国
税
で
は
進
ん

で
い
な
い
実
態
を
示
し
、
督

励
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

「
級
別
定
数
上
で
男
女
差

別
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
は

ぐ
ら
か
す
酒
井
補
佐
に
対

し
、「
○
％
に
（
現
在
よ
り

○
％
）
増
加
さ
せ
る
」
と
目

標
を
設
定
し
た
機
関
も
あ

り
、
庁
に
対
し
同
様
の
働
き

か
け
を
求
め
ま
し
た
が
、

「
担
当
課
に
伝
え
る
」
と
の

回
答
に
留
ま
り
ま
し
た
。

■
行
（二）
職
員
の
昇
格
改
善
■

人
事
院
は
「
国
税
庁
は
行

（二）
職
員
が
多
く
、
強
い
要
望

は
承
知
し
て
い
る
」
と
し
な

が
ら
も
、「
部
下
数
要
件
は

行
（二）
の
昇
格
基
準
で
あ
り
撤

「
チ
ー
フ
」
の
位
置
付
け
、

②
部
門
構
成
員
数
増
加
に
伴

う
上
席
の
職
務
評
価
に
つ
い

て
質
し
た
と
こ
ろ
、「
組
織

の
新
設
・
改
廃
に
伴
う
も
の

で
、
総
務
省
の
組
織
査
定
、

財
務
省
の
ポ
ス
ト
査
定
も
あ

り
、
ま
だ
職
務
評
価
に
関
連

す
る
話
は
で
き
な
い
」
と
の

説
明
に
留
ま
り
ま
し
た
。

問
」
と
指
摘
、
早
急
に

承
認
を
取
り
つ
け
る
よ

う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

保
育
所
送
り
迎
え
等

の
た
め
、
30
分
の
昼
休

み
し
か
と
れ
な
い
職
員

が
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、「
せ
め
て
45
分
と

一
元
化
問
題
で
は
、「
誰

で
も
で
き
る
」
と
、
試
行
従

事
職
員
の
気
持
ち
を
逆
な
で

す
る
補
佐
の
発
言
に
参
加
者

一
同
あ
然
。「
新
人
も
一
元

化
に
配
属
さ
せ
る
か
ら
、
誰

で
も
で
き
る
と
言
う
こ
と

か
」「
全
税
目
フ
リ
ー
分
担

の
上
に
、
新
人
育
成
も
か
」

と
迫
っ
た
と
こ
ろ
、
補
佐
は

「
一
元
化
部
門
に
新
人
職
員

も
含
ま
れ
る
」
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
交
流
か
定
着
か

は
検
討
中
」
を
繰
り
返
す
庁

当
局
に
対
し
、
職
場
の
不
安

払
拭
の
た
め
に
も
前
広
な
情

報
開
示
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
課
税
部
門
か
ら

一
元
化
へ
の
配
置
数
、
課
税

内
部
の
事
務
量
積
算
・
配
置

数
を
質
し
ま
し
た
が
、「
ま

だ
把
握
し
て
い
な
い
」
と
の

回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　

な
お
、
こ
の
交
渉
で
、

「
子
の
看
護
休
暇
の
対
象
年

齢
の
引
上
げ
な
ど
休
暇
制
度

の
見
直
し
」
を
人
事
院
に
要

望
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

仕
事
の
問
題
で
は
、
昼
休

み
完
全
確
保
、
拙
速
な
内
部

事
務
一
元
化
問
題
を
追
及
し

ま
し
た
。

庁
当
局
は
、「
昼
休
み
確

保
は
危
機
感
を
持
っ
て
指

示
・
徹
底
す
る
」
と
し
、
一

元
化
全
署
実
施
に
あ
た
り

「
緩
や
か
に
円
滑
に
移
行
し
、

無
理
の
な
い
よ
う
に
」
と
の

回
答
に
留
ま
り
ま
し
た
。

「
自
分
の
席
か
事
務
室
内

で
し
か
休
憩
で
き
な
い
」

「
政
府
は
女
性
幹
部
割
合
の

引
上
げ
目
標
を
示
し
た
」

「
同
じ
政
府
目
標
で
も
e–

T
a
x
は
数
値
を
掲
げ
、
登

用
は
『
努
力
目
標
』
で
逃
げ

て
い
る
」
と
抗
議
、「
登
用

拡
大
は
、
年
次
採
用
女
性
の

処
遇
の
底
上
げ
に
か
か
る
」

こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
56
年
以
前
採
用

者
の
５
級
、
普
50
期
以
前
の

４
級
昇
格
実
現
を
強
く
訴
え

ま
し
た
。

「
窓
口
に
納
税
者
が
い
る
状

態
で
、
自
由
な
休
憩
は
取
れ

な
い
」「
一
元
化
も
そ
う
だ

が
場
所
等
は
後
回
し
だ
。
職

員
に
犠
牲
を
強
い
、
現
場
に

混
乱
を
持
ち
込
む
昼
休
み
窓

口
開
放
を
見
直
す
べ
だ
」
と

申
し
入
れ
ま
し
た
。

「
数
値
目
標
設
定
を
拒
否
す

る
姿
勢
が
最
大
の
原
因
」
と

庁
当
局
を
厳
し
く
追
及
し
ま

し
た
。

「
引
き
続
き
増
加
に
努
め

る
」
と
の
回
答
に
対
し
、

れ
る
通
勤
至
便
署
へ
の
配
転

を
」
を
求
め
ま
し
た
。

職
場
を
支
え
る
行
（二）
職
員

36
年
の
労
苦
に
報
い
よ

ズ
サ
ン
!!

課
税
内
部
の

人
員
未
把
握
と
は

仕
事
と
子
育
て
両
立
　
　

至
便
勤
務
地
が
前
提

定着 交流

酒井補佐に要求書を手交する山口委員長

休
む
場
所
な
い
た
め

自
由
な
休
憩
と
れ
な
い

行
（二）
職
員

人事院
交　渉

一
元
化

女性部
交　渉

 


